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呼吸器 感染症16例 にT-3262を 投与(450mg/日)し 臨床効果,安 全性,有 用性 につ いて検討 し

た。

疾患 の内訳 は急 性扁桃炎2例,急 性気管支 炎14例 であった。投与量 は全 例 とも1回150mgで

1日3回 食後経 口投与 した。投与 日数 は4～11日,総 投 与 量 は1.65～4.89で あった。起炎 菌が

判 明 したのは2例 で,急 性扁 桃 炎 の1例 でStaphylococcus aureus急 性気管支炎 の1例 でEntero-

bacter cloacaeを 検 出 した。

臨床効果は著 効2例,有 効9例,や や有効4例,無 効1例 であ った(有 効 率68.8%)。

細菌学的効 果につ いては菌 が検 出された2例 の うちE.cloacaeは 消失 し,S,aureusの 症例 は投与

後咽頭の培養を行わなか ったため判 定不能 とした。

副作用 に関 しては1例 で軽 度の心窩部 の不快感 の出現 をみ た。本剤 投与前後 で末梢血 肝機能

腎機能を検査 したが本剤に よると思われ る異常変動 はなか った。

以上 の成績か らT-3262は ニューキ ノロン系抗菌剤 と して す くれてお り,特 に軽症,中 等症 の呼

吸器感染症に対 して有用 で,今 後注 目すべ き薬剤 と思われ る。
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T-3262は1,8-ナ フチ リジ ン環 の1,7位 に そ れ ぞれ,

2,4-ジ フ ル オ 獄フ ェ ニル 基 及 び3-ア ミノ ピ ロ リジ ニ ル

基 を有 す る,新 しい ピ リ ドソ カル ボ ン酸 系抗 菌 物質 で あ

る。 グ ラ ム陽 性 菌 を は じめ グ ラ ム陰 性 菌,嫌 気 性菌 に 対

して広 範 囲 な 抗 菌 ス ペ ク トラ ムを 有 し,抗 菌 力 が強 い。

特 にStaphylococcus aureus,Streptococcus,Entero-

COCCZ63な どの グ ラ ム陽 性 菌,ブ ドウ 糖 非 発 酵 グラ ム陰

性桿 菌,Peptostreptococcus,Bacteroides fragilisを こ

対 して従 来 の ピ リ ドンカ ル ボ ン酸 系 抗 菌 剤 よ り も強 い抗

菌 力 を 示 す1,2)。

今 回 わ れ わ れ は 呼 吸器 感 染症 に対 しT-3262を 使 用 し

た ので そ の 成 績 を報 告す る。

1.対 象 な らび に方 法

対 象 は 軽 症,中 等 症 の呼 吸 器 感 染 症 を有 す る外 来 患 者

16例 であ る。

試 験 期 間 は 昭 和61年12月17日 か ら昭 和62年6

月6日 まで の約6ヵ 月間 であ る。

疾 患 の 内 訳 は,急 性 気 管 支 炎14例,急 性 扁 桃 炎2例

であ る。発 熱,咳 嗽,喀 痰,胸 痛,咽 頭 痛,咽 頭 の発 赤

な ど の 臨 床 症 状,肺 の 聴 診 所 見,血 沈,白 血 球 数

CRP,喀 痰 の細 菌 培 養,胸 部 レ ン トゲ ン写 真 な どを参 考

に して,急 性 気管 支 炎 な らび に急 性 扁 桃 炎 と診 断 した。

基 礎 疾 患 は4例 に 認 め られ,そ の 内訳 は 高血 圧3例,冠

虚血1例 であ った。対象 となった16例 にお いては抗菌

剤投与前 に薬剤 ア レルギーやそ の他 のア レルギーの既 往

歴 はなか った。

薬剤 の投与方法 は 全例1回150mgを1日3回,計

450mgを 食後経 口投与 した0投 与期間 は4～11日 にわ

たってお り総投与量 は1.65～4.8gで あ った。

臨床効果 は体温 咳嗽,喀 痰 の量,性 状,咽 頭痛 な ど

の 臨床症状,胸 部 レン トゲ ン写真,白 血球数,血 沈,

CRPな どの検査成績 の推移お よび,菌 の消失 を参考 と

して著効,有 効 やや有効,無 効 不 明の5段 階 に判 定

した。

II.成 績

1)臨 床効果

臨床効果 は著効2例,有 効9例,や や有効4例,無 効

1例 で,有 効率 は68.8%で あ った(Table1,2)。

起炎菌 が判 明 したのは2例 であ った。1例 は急 性扁桃

炎 で起炎菌 はS.aureus,1例 は急性気管支炎 でEntero-

わacter cloacaeで あった。E.cloacaeは 本剤 投与8日 で

消失 した。急性扁桃炎 の1例 では本剤 投与後 咽頭培 養を

行わ なか ったため,判 定不能 とした。

呼吸器感染症 の症例 で本剤投与前 の末梢血 で白血球増

多 のみ られ なか った症例 があるが,こ れ は6例 で本剤投

与前 にjosamycinやcephalexinな どの抗生剤 が投与 さ
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Table 2. Clinical summary of T-3262 in respiratory diseases

れ ていた ことも関係あ ると思 われ る。 次に代表的 な症例

を提示す る。

症 例H.H,,65歳,急 性 気管支炎(Case14)

昭和62年3月26日 よ り咳嗽,喀 痰 あ り,37℃ の

発熱 を認め るため近医で治療を受けていたが,軽 快せぬ

ため4月8日 来院 した。初診時37*3℃ あ り肺野に ラ音

を聴取,白 血球数11100,血 沈(1時 間)63,CRP7十

であった。本剤450mg9日 間投与 して2日 目よ り解熱

し,咳 嗽,喀 痰 も消失 した。胸 部の ラ音 も消失 し,CRP

の改善,血 沈の改善をみた。

症 例U.C.,55歳,急 性気管支炎(Case16)

昭和62年4月 下旬 よ り風邪気味で咳嗽,喀 痰 あ り,

5月28日 よ り38。Cの 発熱 出現 し,咳 嗽,喀 痰が増強

して きたた め来院 した。6月1日 よ り本剤450mgを 開

始 し,6日 間 の投与 にて,3日 目か ら解熱 し,咳 嗽,喀

痰 も消失,肺 野 のラ音 も消失 した。 白血球数は9500か

ら6900に 正常化 した。

2)副 作用お よび臨床検査値異常

本剤投与 によると思われ る心窩部 の不快感が1例 にみ

とめ られ た(Case8)。 これは急性気管支 炎の症例で本

剤投与後,咳 嗽,喀 痰は消失 したが,3日 目よ り心窩部

の不快感 が出現 し,患 者 自身が内服を中止 した。4日 目

再来受診時,Aplace(R)を 投与 し自覚症状の消失を見た。

本剤 の諸検査成績へ の影響 をみ る目的 で本剤投与前後

で末梢血(Hb,赤 血球数,白 血 球数)血 清 ク レアチ ニ

ン,BUN,GOT,GPT,AL-Pに ついて検査 したが本剤

に よる と思われ る異常はみ とめ なか った(Table3)0

111.考 察

現在 のわが国 におけ る抗生剤の開発の中心はpellicil-

1in系 お よびcephem系 の β-1actam系 製 剤 お よび

aminoglycoside系 製 剤であ ったが,最 近,い わ ゆ る ニ

ューキ ノロン系抗菌剤が種 々開発 され注 目されてい る。

いずれ も抗菌 スペ ク トラムの拡大,抗 菌力の増強 耐性

菌 に対す る抗菌作用,薬 剤 の吸収,排 泄お よび病巣分布

が従来 のもの以上 であ るこ と,お よび安全性 などにつ い

て も優れて いるこ とを目標 と している。

T-3262は わ が 国 の富 山化 学 工 業(株)に よ っ て 開 発 さ

れ た ニ ュ ーキ ノ ロ ン系 の経 口抗 菌 剤 であ り,グ ラム 陽 性

菌 を は じめ グ ラ ム陰 性 菌,嫌 気 性 菌 に対 して広 範 囲 な 抗

菌 スペ ク トラ ム を有 し,か つ,強 い抗 菌 力 を有 す る。 特

に,S,aureus,Streptococcus,Bnterococmsな どの グ ラ

ム陽 性 菌,ブ ドウ糖 非 発 酵 性 グ ラ ム陰 性 桿 菌,PePto-

streptococcus,B.fragilisに 対 して従 来 の ピ リ ドンカ ル

ボ ン酸 系 抗 菌 剤 よ り強 い抗 菌 力 を示 す1,2)。こ の よ うな特

徴 か ら,こ れ ら の菌 に よ る軽 症,中 等 症 の呼 吸 器 感 染症

お よび 尿 路 感 染 症 が 本 剤 の適 応 とされ て い る。

今 回 わ れ わ れ は 軽 症,中 等 症 の呼 吸 器 感 染 症16例 に

T-3262を 投 与 し,有 効 率68.8%の 成 績 をえ た。 軽 症,

中 等 症 の 呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る最 近 の抗 生 剤 の有 効 率 を

み る と7432-Sは 軽 症 で は74.0%,中 等 症 で は68%3),

CiproHoxacinは 軽症 で は76.4%,中 等 症 で は72.8%

とな っ てい る4)。 我 々が 従 来 のPC剤 のAMPCに つ い

て 呼 吸 器 感 染 症 での 成 績 を 検 討 した 結 果 で は,有 効 率

72,7%で あ った5)。 本 剤 は 有 効 率68.8%(や や 有 効 以

上 で は93.8%)で あ り,こ れ らの 抗 生 剤 と ほぼ 同程 度

と考 え られ る。

副 作 用 と して は1例 に軽 度 の心 窩 部 の不 快 感 をみ た た

め 投 与 を 中 止 した 。 臨 床 検 査 で も本 剤 の投 与 に よ り異常

を 示 した 症 例 は なか った 。 以 上 の成 績 か らT-3262は 中

等 度 ま での 呼 吸 器 感 染 症 に 対 して安 全 に使 用 で き,か つ

良 好 な 治 療 成 績 が 得 られ た の で 将 来 期 待 で き る抗 菌 剤

と思 わ れ た 。
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T-3262 IN RESPIRATORY TRACT INFECTION
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T-3262 is a new pyridone-carboxylic acid derivative with a broad antimicrobial spectrum (Gram-

positive and -negative bacteria and anaerobic bacteria).
T-3262 was administered orally to 16 patients (acute bronchitis 14 cases and acute tonsillitis 2)

at a daily dose of 450 mg. T-3262 was effective in 11 cases (efficasy rate 68. 8%).
Epigastric discomfort was noted in one case. No abnormal findings were noted in haematological,

renal and hepatic functions.


